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多
国
籍
企
業
と
国
民
国
家
・
序
説

一
 
現
代
世
界
の
主
導
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
国
民
国

家
と
多
国
籍
企
業

「
か
れ
ら
の
生
産
物
の
た
め
の
、
た
え
ず
拡
大
す
る
販
路
の
必

、
、
、
、
、

要
は
、
多
国
籍
企
業
を
か
り
た
て
て
、
地
球
全
体
を
ま
わ
ら
せ
る
。

そ
れ
ら
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
安
定
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
関
係

、
、
、
、
、

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
国
籍
企
業
は
、
世
界
市
場
の

開
拓
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
国
の
生
産
と
消
費
を
超
国
家
的
な
も

の
と
し
た
。
反
動
家
た
ち
に
と
っ
て
大
変
な
げ
か
わ
し
い
こ
と
に
、

、
、
、
、
、

多
国
籍
企
業
は
、
産
業
の
国
民
的
基
盤
を
そ
の
足
も
と
か
ら
と
り

去
っ
た
。
遠
い
昔
か
ら
の
国
民
諸
産
業
は
、
す
で
に
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
、

な
お
日
に
日
に
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
新
し
い
産
業

に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
産
業
を
導
入

す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
文
明
国
民
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
な
る
。

そ
れ
ら
の
産
業
は
、
も
は
や
国
内
の
原
料
で
は
な
く
、
も
っ
と
遠

い
地
帯
の
も
の
で
あ
る
原
料
に
加
工
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
製

品
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
同
様
に
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
使
用

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
国
内
生
産
物
に
よ
っ
て
み
た
さ
れ
て
い
た
、

ふ
る
い
欲
望
に
か
わ
っ
て
、
新
し
い
欲
望
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
を

み
た
す
た
め
に
、
も
っ
と
も
遠
隔
の
国
土
と
風
土
の
生
産
物
が
必

要
に
な
る
。
ふ
る
い
地
方
的
お
よ
び
国
民
的
な
自
足
性
と
閉
鎖
性

に
か
わ
っ
て
、
諸
国
民
相
互
の
全
面
的
な
交
通
と
全
面
的
な
依
存

関
係
が
あ
ら
わ
れ
る
。
」

ｌ
右
の
文
章
は
、
多
国
籍
企
業
研
究
の
先
駆
的
理
論
家
２

人
で
あ
っ
た
、
Ｓ
・
ハ
イ
マ
ー
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、

マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』
（
一
八
四
八
年
）
の

藤
 
哲

（1 ） 多国籍企業と国民国家・序説
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、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
℃

一
節
中
の
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
を
「
多
国
籍
企
業
」
と
置
き

か
え
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
ハ
イ
マ
ー
は
、
「
『
共
産
党
宣
言
』

か
ら
の
引
用
文
中
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
い
う
言
葉
の
代
わ
り
に

多
国
籍
企
業
と
い
う
言
葉
を
置
き
か
え
る
と
、
現
代
の
多
国
籍
企

業
支
持
者
の
説
明
の
ど
れ
よ
り
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
描
写
が
得
ら、

れ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
多
国
籍
企
業
が
「
現
代
の
妖

（
１
）

、怪
」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の
「
妖
怪
性
」
は
、
近
代
世
界
の
国
際
関
係
に
お
け
る
独
占

的
ア
ク
タ
ー
と
み
な
さ
れ
て
き
た
、
国
民
国
家
と
の
比
較
に
お
い

て
、
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

多
国
籍
企
業
研
究
者
た
ち
は
、
国
民
国
家
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
と
多
国
籍

、
、
、
、
、
、

企
業
の
売
上
高
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
世
界
に
占
め

（
２
）

る
多
国
籍
企
業
の
決
定
的
重
要
性
を
語
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
あ

る
経
営
学
者
は
、
一
九
八
五
年
の
国
民
国
家
Ｇ
Ｎ
Ｐ
五
三
傑
と
、

八
七
年
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
誌
の
世
界
企
業
売
上
高
五
○
傑
を

そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
て
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

「
驚
く
べ
き
事
実
は
、
最
大
の
企
業
で
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ

ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
、
ア
メ
リ
カ
）
以
下
の
世
界
の
五
○
大
企
業
の
年
商

が
、
国
民
経
済
第
一
七
位
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
第
五
三
位
の
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
間
に
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

国
単
位
で
考
え
る
と
き
、
⑳
国
家
は
全
体
（
マ
ク
ロ
）
で
企
業
は
部

分
（
ミ
ク
ロ
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
数
の
企
業
（
ミ
ク
ロ
）
が

規
模
に
お
い
て
国
家
（
マ
ク
ロ
）
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
と
い
う

逆
転
劇
が
、
戦
後
の
四
○
年
余
り
の
間
に
起
こ
っ
て
い
る
。
国
民

経
済
ベ
ー
ス
に
お
け
る
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
逆
転
現
象
は
、
個
別

企
業
の
成
長
が
一
国
単
位
の
国
民
経
済
の
枠
を
超
え
て
成
長
し
、

世
界
シ
ス
テ
ム
の
中
で
主
権
国
家
に
と
ら
わ
れ
な
い
権
力
主
体

（
３
）

（
パ
ワ
ー
）
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
」

実
際
、
現
代
の
巨
大
多
国
籍
企
業
は
、
現
代
世
界
に
百
七
十
余

、
、
、
、

と
い
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
国
民
国
家
と
の
対
比
で
、
そ
の
経
済
力
が

、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

中
進
資
本
主
義
国
な
み
な
い
し
そ
れ
以
上
の
も
の
が
数
十
存
在
す

る
。
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
の
一
九
八
九
年
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
五
百

社
に
入
る
企
業
（
一
位
の
Ｇ
Ｍ
は
、
一
二
七
○
億
ド
ル
で
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
・
韓
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
な
み
、
五
百
位
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
ダ
フ
・
ト
ラ
ッ
ク
社
が
年
間
売
上
高
二
五
億
ド
ル
弱
）
は
、
す

べ
て
、
ネ
パ
ー
ル
（
二
八
億
ド
ル
）
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
一
二
一
億
ド

ル
）
や
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
な
み
、
な
い
し
は
そ
れ

以
上
に
達
す
る
。

こ
れ
ら
五
百
社
（
国
別
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ハ
セ
社
、
日
本
一

二
社
、
イ
ギ
リ
ス
四
三
社
、
ド
イ
ツ
一
一
三
社
、
フ
ラ
ン
ス
二
九

里
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社
の
順
）
の
大
半
は
多
国
籍
企
業
と
認
定
し
て
よ
い
が
、
そ
の
総

売
上
高
四
兆
五
九
一
二
億
ド
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
な
み
で

あ
り
、
世
界
の
富
の
四
分
の
一
を
占
め
る
。
ま
た
、
こ
の
五
百
社

の
総
従
業
員
数
は
二
六
六
四
万
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
人
口
二
億

四
千
万
人
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
相
当
す
る
総
売
上
高
を
も
つ
。

つ
ま
り
、
〉
）
れ
ら
多
国
籍
企
業
に
働
く
従
業
員
の
一
人
当
り
年
生

産
・
売
上
高
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
人
当
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
約
二
万
ド

（
４
）

ル
）
の
十
倍
に
達
す
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
た
が
っ
て
、
多
国
籍
企
業
は
、
今
日
の
世
界
政
治
経
済
シ
ス

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

テ
ム
の
な
か
で
、
国
民
国
家
と
と
も
に
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
行
動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
る
、
重
要
な
主
導
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。
多
く
の
中
小
国
家
の

国
民
経
済
（
と
国
家
政
治
）
が
一
つ
の
多
国
籍
企
業
の
力
に
よ
り

左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
い
に
あ
り
う
る
ば
か
り
か
不
可

避
で
さ
え
あ
る
。
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
お
い
て
さ
え
、
多
国
籍

企
業
と
国
民
国
家
は
、
矛
盾
と
緊
張
を
は
ら
ん
だ
関
係
に
あ
る
。

（
１
）
 
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ハ
イ
マ
ー
（
宮
崎
義
一
訳
）
「
多
国
籍
企
業

と
不
均
衡
発
展
の
法
則
」
、
Ｊ
・
Ｎ
．
。
ハ
グ
ワ
ッ
テ
ィ
編
（
石
川
滋

編
訳
）
『
経
済
学
と
世
界
秩
序
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
一
二

七
’一
二
八
頁
。
『
共
産
党
宣
言
』
の
訳
文
は
、
水
田
洋
訳
。
の
ち

．
に
、
Ｓ
・
ハ
イ
マ
ー
（
宮
崎
義
一
訳
）
『
多
国
籍
企
業
論
』
岩
波
書

店
、
一
九
七
九
年
、
所
収
。

（
２
）
 
朝
日
新
聞
経
済
部
『
多
国
籍
企
業
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
七

年
、
二
五
頁
、
宮
崎
義
一
『
現
代
資
本
主
義
と
多
国
籍
企
業
』
岩
波

書
店
、
一
九
八
二
年
、
一
○
二
頁
、
同
『
世
界
経
済
を
ど
う
見
る

か
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年
、
三
二
頁
、
田
中
明
彦
『
世
界
、
ン

ス
テ
ム
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
一
七
二
頁
、
な
ど
。

（
３
）
 
山
田
栄
作
『
新
・
多
国
籍
企
業
論
』
同
友
館
、
一
九
八
九
年
、

七
’一
○
頁
。

（
４
）
賭
ざ
ミ
ミ
蔦
》
旨
々
ざ
》
ら
ｇ
・
各
国
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
、
『
外
交
青
書
』

平
成
二
年
版
、
及
び
『
世
界
国
勢
図
会
』
一
九
九
○
’九
一
年
版
、

参
照
。二

 
多
国
籍
企
業
研
究
と
政
治
学

多
国
籍
企
業
の
展
開
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
理
論
的
に
と
り
く

ん
で
き
た
の
は
、
主
と
し
て
経
済
学
者
や
経
営
学
者
た
ち
で
あ
っ

た
。企

業
の
活
動
空
間
は
、
国
民
経
済
か
ら
国
際
経
済
を
経
て
、
文

、
、
、
、

字
ど
お
り
の
世
界
経
済
へ
と
拡
大
・
深
化
し
た
。
主
導
資
本
は
、

競
争
的
産
業
資
本
か
ら
国
内
独
占
金
融
資
本
を
経
て
、
グ
ロ
ー
簿
ハ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ル
な
多
国
籍
生
産
・
金
融
資
本
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
表
象
し
う
る
産
業
資
本
家
は
、
株
式
会
社
制
度
や

、
、

経
営
者
支
配
を
媒
介
に
し
て
、
巨
大
独
占
企
業
体
自
身
へ
と
脱
人

（3） 多国籍企業と国民国家・序説
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、
、

格
化
し
て
い
っ
た
。
国
際
分
業
の
あ
り
方
も
、
外
国
貿
易
か
ら
資

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

本
輸
出
へ
と
移
行
し
、
多
国
籍
企
業
の
世
界
的
規
模
で
の
内
部
貿

、易
が
生
ま
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
市
場
の
あ
り
方
も
多

国
籍
化
し
、
巨
大
企
業
は
、
国
内
で
の
外
国
人
労
働
力
雇
用
ば
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
で
な
く
、
世
界
各
地
の
生
産
拠
点
で
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
国

、
、
、
、
、
、
、
、
、

籍
の
労
働
力
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
現
象
に
、
伝
統
的
な
国
際
貿
易
論
や
国
際
資
本
移
動

論
は
、
十
分
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
国
籍
企
業
研
究
は
、

直
接
投
資
論
や
産
業
組
織
論
・
独
占
的
競
争
論
な
ど
の
領
域
に
踏

み
込
ん
で
い
っ
た
。
他
方
で
、
経
営
学
・
企
業
論
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
組
織
論
・
管
理
論
の
隆
盛
と
結
び
つ
い
て
、
企
業
の
内

在
的
発
展
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
見
地
か
ら
、
展
開
さ
れ
て
き

た
。
も
っ
と
も
、
Ｒ
・
パ
ー
ノ
ン
の
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
サ
イ
ク

ル
」
論
や
レ
デ
ィ
ン
グ
学
派
の
「
内
部
化
」
論
な
ど
有
力
な
仮
説

（
１
）

が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
定
説
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
の
な
か
に
は
、
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
や

レ
ー
ニ
ン
『
帝
国
主
義
論
』
の
延
長
上
で
、
過
剰
資
本
論
や
資
本

輸
出
論
か
ら
多
国
籍
企
業
を
解
明
で
き
る
と
す
る
説
も
な
い
わ
け

、
、
、
、
、

で
は
な
い
。
し
か
し
、
国
内
的
独
占
か
ら
地
球
的
独
占
へ
、
原
料

、
、
、
、
、
、
、

、
、

資
源
独
占
か
ら
技
術
情
報
独
占
へ
、
植
民
地
向
け
投
資
か
ら
先
進

、
、
、
、
、
、

国
間
相
互
投
資
へ
、
配
当
目
的
の
証
券
投
資
か
ら
内
部
資
金
極
大

、
、
、
、
、
 
、

化
を
め
ざ
す
直
接
生
産
投
資
へ
、
国
内
独
占
利
潤
率
動
機
か
ら
世

、
、
、
、
、
、
、
、

界
的
税
引
後
利
潤
極
大
化
動
機
へ
、
利
潤
の
本
国
還
流
か
ら
現
地

、
、
、
、
、
、
、
、

調
達
・
グ
ロ
ー
バ
ル
再
投
資
へ
、
と
い
っ
た
多
国
籍
企
業
の
諸
特

徴
は
、
「
古
典
」
か
ら
直
ち
に
導
出
し
う
る
る
の
で
は
な
い
。
エ

ン
ゲ
ル
ス
の
「
個
交
の
工
場
の
な
か
で
の
生
産
の
組
織
化
と
社
会

全
体
の
な
か
で
の
生
産
の
無
政
府
状
態
と
の
対
立
」
と
い
う
定
式

（
『
空
想
か
ら
科
学
へ
の
社
会
主
義
の
発
展
』
）
が
正
し
い
と
す
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぱ
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
対
象
た
る
企
業
自
体
が
、
マ
ク
ロ
の
無
政

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

府
的
国
民
経
済
の
規
模
を
超
え
て
計
画
的
生
産
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

、
、
、
、

組
織
す
る
事
態
が
、
理
論
的
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
ー
ニ
ン
『
帝
国
主
義
論
』
は
、
「
資
本
の
輸
出
」
の
論
理
的

延
長
上
に
「
資
本
家
団
体
の
あ
い
だ
で
の
世
界
分
割
」
「
列
強
の

あ
い
だ
の
世
界
分
割
」
を
措
定
し
、
実
は
そ
の
「
世
界
戦
争
」
に

よ
る
爆
発
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

四
五
年
の
多
国
籍
企
業
の
発
達
は
、
世
界
市
場
の
国
民
国
家
間
世

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

界
分
割
戦
争
で
は
な
く
、
巨
大
多
国
籍
企
業
間
の
シ
ェ
ア
獲
得
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
め
の
相
互
浸
透
競
争
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
レ
ー

ニ
ン
の
論
敵
と
し
た
カ
ウ
ッ
キ
ー
「
超
帝
国
主
義
論
」
の
方
に
、

相
対
的
説
得
力
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
レ
ー
ニ

涜
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ン
が
「
戦
争
か
ら
内
乱
へ
」
の
実
践
に
よ
り
樹
立
し
た
ソ
連
の
国

家
主
義
的
社
会
主
義
、
お
よ
び
そ
の
影
響
化
に
あ
っ
た
東
欧
経
済

は
、
二
○
世
紀
末
を
待
た
ず
に
劇
的
に
破
綻
・
崩
壊
し
、
市
場
・

効
率
原
理
導
入
、
株
式
会
社
制
度
設
立
・
外
資
導
入
へ
と
突
っ
走

り
、
「
超
帝
国
主
義
的
」
多
国
籍
企
業
の
草
刈
場
に
な
ろ
う
と
し

（
２
）

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
の
な
か
か
ら
も
、

多
国
籍
企
業
に
つ
い
て
独
自
の
理
論
化
が
現
れ
る
の
は
、
現
代
世

（
３
）

界
の
現
実
そ
の
も
の
の
要
請
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
論
化
の
な
か
に
は
、
多
国
籍
企
業
の
定
義
か
ら
始

ま
っ
て
、
そ
の
歴
史
・
動
因
・
メ
カ
｝
一
ズ
ム
を
探
求
す
る
、
膨
大

な
流
れ
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
政
治
学
な
い
し
国
家
論
研

究
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
今
日
国
際
政
治
学
や
「
国
家
論
の
ル
ネ
サ
ン

ス
」
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
、
「
主
権
国
家
の
た
そ
が
れ
」
や

「
国
民
国
家
の
相
対
化
」
を
も
た
ら
し
た
重
要
因
の
一
つ
が
、
多

（
４
）

国
籍
企
業
の
出
現
で
あ
っ
た
。
政
治
学
や
国
家
論
に
、
企
業
論
・

産
業
組
織
論
の
成
果
を
組
み
込
む
こ
と
は
、
「
政
治
経
済
学
」
や

「
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
論
の
発
展
の
一
動
因
で
も
あ
つ

（
５
）

た
。

ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
の
な
か
で
は
、
「
日
本
の
成
功
」
が
「
国

家
の
成
功
Ⅱ
官
僚
制
主
導
」
で
あ
っ
た
か
、
「
市
場
の
成
功
」
で

あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
「
通
産
省
と
市
場
の
間
」
「
パ
タ
ー
ン
化

さ
れ
た
多
元
主
義
」
と
い
う
中
間
形
態
で
あ
っ
た
の
か
が
議
論
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
焦
点
は
、
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
「
企

（
６
）

業
と
国
家
の
関
係
」
で
あ
る
。
資
本
・
賃
労
働
関
係
を
伝
統
的
に

重
ん
じ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
に
お
い
て
も
、
「
フ
ォ
ー
ド
主

義
か
ら
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
ド
主
義
へ
」
を
問
題
に
す
る
レ
ギ
ュ
ラ

（
７
）

、
ン
オ
ン
理
論
が
浸
透
し
、
日
本
の
国
家
支
配
と
企
業
支
配
の
関
係

（
「
企
業
社
会
」
）
の
把
握
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い

（
（
５
）

る
・

一
つ
の
論
点
の
み
例
示
す
れ
ば
、
多
国
籍
企
業
研
究
に
お
け
る
、

国
内
企
業
の
輸
出
部
門
設
置
か
ら
始
ま
り
国
際
事
業
部
制
↓
海
外

子
会
社
設
立
Ⅱ
多
国
籍
企
業
↓
世
界
企
業
へ
と
い
う
経
営
組
織
内

部
機
構
の
段
階
的
世
界
化
の
理
論
（
Ｃ
・
Ｐ
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ

ー
、
宮
崎
義
一
）
や
、
多
国
籍
企
業
自
体
を
「
本
国
志
向
的
」
↓

「
現
地
志
向
的
」
↓
「
地
域
志
向
的
」
↓
「
世
界
志
向
的
」
と
企

業
規
模
ば
か
り
で
な
く
意
思
決
定
や
役
員
人
事
を
も
加
え
て
構
成

す
る
理
論
（
Ｈ
・
Ｖ
・
パ
ー
ル
ミ
ュ
ッ
タ
ー
）
、
世
界
企
業
戦
略

を
「
マ
ル
チ
・
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
と
「
グ
ロ
ー
尋
ハ
ル
」
と
産
業

部
門
の
特
性
を
加
味
し
て
類
型
化
す
る
議
論
（
Ｍ
・
ポ
ー
タ
ー
）

１
１
１
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な
ど
は
、
近
代
資
本
主
義
の
も
と
で
の
国
民
国
家
の
制
度
的
発
達
、

帝
国
主
義
国
家
や
官
僚
制
組
織
の
発
達
を
め
ぐ
る
議
論
に
、
重
要

な
示
唆
を
与
え
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

政
治
学
に
多
国
籍
企
業
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
と
同
時
に
、
多

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

国
籍
企
業
研
究
に
も
、
政
治
学
か
ら
の
な
に
が
し
か
の
貢
献
が
要

、
、
、
、
、
、

（
９
）

請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
 
多
国
籍
企
業
研
究
の
諸
潮
流
と
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
前

掲
、
宮
崎
義
一
『
現
代
資
本
主
義
と
多
国
籍
企
業
』
、
亀
井
正
義

『
多
国
籍
企
業
論
』
増
補
版
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
、

入
江
猪
太
郎
監
修
・
多
国
籍
企
業
研
究
会
編
『
多
国
籍
企
業
論
の
系

譜
と
展
望
』
文
真
堂
、
一
九
八
四
年
、
な
ど
。
最
新
の
理
論
展
開
に

つ
い
て
は
、
『
世
界
経
済
評
論
』
一
九
八
八
年
一
一
月
号
以
下
の
連

戦
「
動
態
的
国
際
分
業
と
多
国
籍
企
業
」
、
参
照
。
多
国
籍
企
業
の

歴
史
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
（
江
夏
・
米
倉
訳
）
『
多

国
籍
企
業
の
史
的
展
開
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
三
年
、
同

（
江
夏
・
米
倉
訳
）
『
多
国
籍
企
業
の
成
熟
』
上
下
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
一
九
七
六
・
七
八
年
。
最
新
の
特
徴
に
つ
い
て
は
国
連
多
国
籍

企
業
委
員
会
報
告
「
多
国
籍
企
業
の
新
し
い
展
開
」
、
邦
訳
『
世
界

政
治
』
七
八
一
号
（
一
九
八
九
年
一
月
下
旬
）
以
下
、
『
通
商
白
書
』

平
成
二
年
版
、
『
ジ
ェ
ト
ロ
白
書
・
海
外
直
接
投
資
』
一
九
九
○
年

版
、
な
ど
参
照
。
宮
崎
義
一
編
書
『
多
国
籍
企
業
の
研
究
』
筑
摩
書

房
、
一
九
八
二
年
の
末
尾
に
は
、
一
九
八
一
年
ま
で
の
多
国
籍
企

業
・
海
外
直
接
投
資
関
係
文
献
目
録
（
前
田
昇
三
作
成
）
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
２
）
 
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
・
東
欧
革
命
と
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
再
検
討
は
、

筆
者
の
異
な
る
系
列
の
研
究
主
題
で
あ
る
。
加
藤
『
東
欧
革
命
と
社

会
主
義
』
花
伝
社
、
一
九
九
○
年
、
同
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主

主
義
の
再
生
』
教
育
史
料
出
版
会
、
一
九
九
○
年
、
参
照
。

（
３
）
 
Ｃ
・
ｖ
・
ブ
ラ
ウ
ン
ミ
ュ
ー
ル
他
（
田
口
・
芝
野
・
佐
藤
訳
）

『
資
本
と
国
家
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
三
年
、
杉
本
昭
七
『
現

代
帝
国
主
義
の
基
本
構
造
』
大
月
書
店
、
一
九
七
八
年
、
同
『
多
国

籍
企
業
は
ど
こ
へ
導
く
か
』
同
文
館
、
一
九
八
六
年
、
な
ど
参
照
。

（
４
）
 
多
賀
秀
敏
「
新
し
い
地
球
の
読
み
方
」
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
．

国
際
政
治
学
入
門
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
加
藤
『
国
家
論

の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
序
章
、
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
、
同
「
国
民
国

家
か
ら
世
界
国
家
へ
？
」
田
中
浩
細
『
現
代
世
界
と
国
民
国
家
の
将

来
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
○
年
、
ロ
．
国
の
国
〕
司
胃
①
急
昌
ｚ
鼻
‐

旨
ロ
津
具
の
．
ミ
ミ
蕊
詠
営
冒
号
夢
ｂ
の
。
の
』
号
胃
后
路
．
な
ど
参
照
。

（
５
）
 
大
嶽
秀
夫
『
現
代
日
本
の
政
治
権
力
経
済
権
力
』
三
一
書
房
、

一
九
七
九
年
、
猪
口
孝
『
国
際
政
治
経
済
の
椛
図
』
有
斐
閣
、
一
九

八
二
年
、
「
特
集
、
国
家
と
企
業
・
団
体
・
個
人
」
『
レ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ

ン
』
二
号
、
一
九
八
八
年
、
ギ
ル
ピ
ン
（
佐
藤
・
竹
内
監
訳
）
『
世

界
シ
ス
テ
ム
の
政
治
経
済
学
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
○
年
。

言
．
Ｏ
Ｂ
具
》
閨
琴
や
、
ミ
ミ
。
具
閃
８
薑
。
蒼
廷
具
。
。
§ミ
ミ
房
言
》
旨
四
？

目
旨
ロ
》
后
困
菖
．
国
．
５
口
の
８
．
》
艶
ミ
雨
愚
員
 
ミ
ミ
ミ
】
普
鴨
》

』
場
岼
シ
ゞ
○
四
葛
、
ｏ
国
８
．
》
Ｓ
噌
薑
時
昌
冒
詩
鳶
魚
の
国
員
忌
、
暫
員
、
》
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の
四
鴨
］
』
呂
野
 
国
．
嵐
①
日
四
目
黒
 
巴
 
ａ
・
『
Ｇ
ｏ
営
苫
函
南
鼠
忌
 
暮
㈹
岡
８
‐

ご
ミ
ミ
。
。
、
房
房
》
め
い
”①
〕
ら
電
一
月
の
ｏ
画
○
岸
の
己
》
、
○
諒
試
向
ミ
吻
蒼
登
諏
ご

国
富
ａ
ｚ
８
‐○
ミ
、
ミ
ミ
詳
言
》
ｍ
紺
①
、
后
電
．
な
ど
参
照
。

（
６
）
 
。
］
巳
〕
目
の
○
自
》
の
詐
巨
・
旦
昌
］
四
℃
色
邑
①
、
①
吋
昌
詳
言
己
 
同
Ｃ
Ｏ
邑
○
ヨ
爵

陽
○
吋
璽
叩
 
旨
 
弓
苛
①
○
ｑ
》
浄
尋
鼻
胃
思
 
鞠
塁
登
鴎
 
営
 
忌
範
 
ご
苫
黛
貝

鱒
ミ
閣
寧
も
四
耳
 
醍
 
目
雪
①
］
色
も
ゅ
国
司
○
●
目
昌
騨
蝕
○
旨
》
骨
ｃ
鱒
鈎
呼
閏
．
冨
巨
吋
甲

厨
目
群
国
．
弓
幽
目
鼻
８
の
．
》
恩
や
ぎ
ミ
計
ミ
岡
ｇ
鳶
。
雲
ミ
ミ
青
‐

、
ご
苫
．
の
３
具
Ｏ
ａ
 
ｄ
・
洞
．
）
居
、
野
 
口
．
○
寓
目
○
さ
》
甸
凰
【
烏
§
尋
自
弓
曽

国
苫
包
忌
、
．
冒
邑
碁
恩
》
煕
四
具
Ｏ
ａ
ｄ
・
勺
．
》
ら
器
｝
罰
．
］
・
の
四
日
旨
①
房
）
副
言

甸
忌
の
営
鴎
の
。
．
、
蟇
、
、
各
国
苫
、
鷺
吻
冒
詩
》
○
○
円
目
①
国
。
、
屯
．
』
５
忽
》
な

ど
参
照
。

（
７
）
］
・
国
弓
ｍ
○
ず
群
 
罰
．
罰
○
吾
》
ｂ
昌
言
§、
。
、
亀
。
胃
 
号
の
民
冨
、
苧

ミ
房
蒼
黛
の
）
ぐ
の
少
ゞ
届
誤
》
国
．
苛
協
○
国
 
閃
品
’巳
四
陸
○
国
．
目
彦
の
○
国
①
切
目

閃
①
可
○
名
①
昇
凹
。
。
勺
Ｈ
Ｏ
ｇ
①
月
》
耐
、
○
具
ご
壱
思
嗣
ミ
、
亀
。
鳶
》
弓
ｄ
ｏ
》

』
麗
碍
 
宮
本
太
郎
「
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
ド
主
義
の
社
会
と
国
家
」

『
経
済
評
論
』
一
九
八
九
年
五
月
、
Ａ
・
リ
ピ
エ
ッ
ッ
「
レ
ギ
ュ
ラ

シ
ォ
ン
の
経
済
学
か
ら
政
治
学
へ
」
『
経
済
評
論
』
一
九
八
九
年
九
・

一
○
月
、
な
ど
参
照
。

（
８
）
 
藤
田
勇
編
『
権
威
的
秩
序
と
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

八
七
年
、
渡
辺
治
『
「
豊
か
な
社
会
」
日
本
の
構
造
』
労
働
旬
報
社
、

一
九
九
○
年
、
な
ど
参
照
。

（
９
）
 
Ｒ
・
ギ
ル
ピ
ン
（
山
崎
清
訳
）
『
多
国
籍
企
業
没
落
論
』
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
七
年
、
序
章
、
亀
井
正
義
、
前
掲
書
、
第
一

章
、
参
照
。

三
多
国
籍
企
業
は
国
民
国
家
を
超
え
う
る
か
？

と
は
い
え
、
発
展
途
上
で
百
家
争
鳴
の
多
国
籍
企
業
論
の
中
で
、

こ
こ
で
の
主
題
で
あ
る
多
国
籍
企
業
と
国
民
国
家
の
関
係
に
立
ち

入
っ
て
い
る
も
の
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
部
分
的
に
言
及
さ
れ

る
場
合
は
少
な
く
な
い
が
、
理
論
的
に
踏
み
込
ん
で
い
る
も
の
は
、

ご
く
少
な
い
。
そ
れ
は
、
政
治
学
な
い
し
国
家
論
研
究
が
、
多
国

籍
企
業
の
問
題
を
軽
視
し
て
き
た
こ
と
の
、
証
左
で
も
あ
る
。

こ
の
点
で
例
外
的
な
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
・
ギ
ル
ピ

ン
の
政
治
経
済
学
で
あ
る
。
・

ギ
ル
ピ
ン
は
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
上
院
労
働
・
公
共
福
祉
委

員
会
の
「
多
国
籍
企
業
と
国
益
」
と
題
す
る
報
告
書
作
成
に
た
ず

さ
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
パ
ワ
ー
と
多
国
籍

企
業
ｌ
対
外
直
接
投
資
の
政
治
経
済
学
』
（
一
九
七
五
年
、
邦

訳
名
『
多
国
籍
企
業
没
落
論
』
）
を
書
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
「
経

済
学
者
が
パ
ワ
ー
を
心
か
ら
信
用
し
な
い
し
、
政
治
学
者
の
方
も

彼
ら
の
本
分
か
ら
市
場
を
心
か
ら
信
用
し
な
い
」
こ
と
か
ら
く
る

「
海
外
直
接
投
資
の
政
治
経
済
学
の
不
在
」
を
嘆
き
、
「
多
国
籍
企

業
や
ほ
か
の
い
わ
ゆ
る
超
国
家
的
行
為
者
の
機
能
と
成
功
が
特
定

の
パ
タ
ー
ン
の
政
治
的
関
係
に
依
存
し
て
い
る
」
こ
と
を
証
明
し

（7） 多国籍企業と国民国家・序説
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よ
塾
フ
と
し
た
。

そ
の
さ
い
、

政
治
経
済
学

を
①
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
、
②

マ
ル
ク
ス
主

義
、
③
重
商

主
義
の
三
つ

の
流
れ
に
類

型
化
し
、
そ

れ
ら
が
、
現

代
世
界
に
お

け
る
経
済
と

政
治
の
原
理

的
関
係
を
、

特
殊
に
は
多

国
籍
企
業
の
問
題
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
か
を
検
証
し
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
表
１
に
示
し
た
政
治
経
済
学
の
三
つ
の
潮
流

に
お
お
む
ね
照
応
す
る
、
多
国
籍
企
業
に
つ
い
て
の
①
「
追
い
つ

め
ら
れ
る
国
家
主
権
」
、
②
「
デ
イ
ペ
ン
デ
ン
シ
ァ
」
、
③
「
重
商

主
義
」
の
三
つ
の
理
論
モ
デ
ル
を
抽
出
し
た
。

、
、

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ギ
ル
ピ
ン
が
、
こ
の
三
モ
デ
ル
の
背
後

、
 
、
、
、
、
、
、

に
、
異
な
る
国
家
観
と
国
際
経
済
観
を
見
い
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

す
な
わ
ち
、
①
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
「
国
家
は
個
人
的
利
益
の
集

合
体
」
で
「
民
族
国
家
が
経
済
的
組
織
体
と
し
て
何
の
意
味
も
持

た
な
い
」
か
ら
多
国
籍
企
業
に
つ
い
て
も
相
互
依
存
的
「
世
界
福

、
、
、

祉
の
極
大
化
」
の
担
い
手
と
み
な
す
。
こ
れ
に
対
し
て
②
マ
ル
ク

、
、
、

ス
主
義
は
、
「
国
家
を
た
ん
に
『
支
配
階
級
の
経
営
委
員
会
』
」
と

み
な
し
、
「
政
治
は
経
済
発
展
の
命
令
に
服
従
す
る
」
か
ら
国
際

経
済
は
「
本
質
的
に
帝
国
的
ま
た
は
階
層
的
」
に
構
成
さ
れ
る
も

の
と
さ
れ
、
多
国
籍
企
業
に
つ
い
て
は
「
企
業
規
模
拡
大
の
法

則
」
と
「
不
均
等
発
展
の
法
則
」
を
媒
介
に
「
低
開
発
諸
国
が
先

進
国
中
枢
に
経
済
的
に
依
存
す
る
」
関
係
を
つ
く
り
だ
す
と
見
る
。

、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
、
ギ
ル
ピ
ン
が
親
近
観
を
持
つ
の
は
③
重
商
主
義
モ
デ
ル

で
、
「
国
家
を
本
来
的
に
有
機
的
単
位
、
つ
ま
り
全
体
は
個
の
和

よ
り
大
き
い
」
と
考
え
、
「
国
際
経
済
関
係
に
お
け
る
真
の
行
為

者
は
民
族
国
家
で
あ
る
。
つ
ま
り
国
益
が
外
交
政
策
を
決
定
す

る
」
と
前
提
す
る
。
そ
こ
か
ら
多
国
籍
企
業
に
つ
い
て
も
、
リ
ペ
§

ラ
ル
風
「
世
界
福
祉
」
は
否
定
さ
れ
、
「
国
益
と
国
益
の
相
互
作

用
」
に
よ
る
「
世
界
市
場
シ
ェ
ア
の
拡
大
」
を
め
ぐ
る
抗
争
が
強

パ
経済関係の性質
行 為 者 の 性 質

経 済 活 動 の 目 標

経済と政治の関
係

変 動 の 理 論

多 国 籍 企 業 の 将
来 像

マル ク ス 主 義

対 立 的

経 済 的 諸 階 級

階 級 利 益 の 極 大
化

経 済 が 政 治 を 決

定 して い る

不均衡への傾向

デイペ ン デ ン
シ ァ ・ モ デル

重 商 主 義

対 立 的

国 家

国 益 の 極 大 化

政 治 が 経 済 を
決 定 す る

権 力 分 配 に お
けるシフト

新 重 商 主 義
モ デ ル

一橋論叢 第105巻 第2号 （8）

表1 政治経済学の三つの概念の比較

自 由 主 義

調 和 的

世 帯 お よ び 企 業

グ ロ ーバ ル な 福
祉 の 極 大 化

経 済 が 政 治 を 決

定 すべ き で あ る

動 態 的 均 衡

追 い つ め ら れ る
国 家 主 権 モ デ ル

(出所）R，ギルヒ･ン『多国籍企業没落論』24頁の表に，「多国籍企業の将来像」欄を
加筆。
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調
さ
れ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
 
、
、
、
 
、

こ
の
ギ
ル
ピ
ン
の
類
型
化
は
、
多
国
籍
企
業
論
に
お
い
て
、
国

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
屯
ｌ
）

家
論
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
経
済
学
者
宮
崎
義
一
は
、
ギ
ル
ピ
ン
の
三
モ
デ
ル
を

も
参
照
し
な
が
ら
、
多
国
籍
企
業
の
将
来
に
つ
い
て
の
「
五
つ
の

モ
ー
ァ
ル
と
六
つ
の
緊
張
関
係
」
を
抽
出
し
た
。
そ
の
モ
デ
ル
化
の

基
準
は
、
多
国
籍
企
業
と
世
界
市
場
と
国
民
国
家
の
二
一
者
の
関
係

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
が
ど
う
見
て
い
る
か
で
あ
っ
た
。
以
下
、

宮
崎
『
現
代
資
本
主
義
と
多
国
籍
企
業
』
第
一
章
「
多
国
籍
企
業

論
の
む
ず
か
し
さ
」
に
依
拠
し
つ
つ
、
政
治
学
・
国
家
論
研
究
の

立
場
か
ら
、
五
つ
の
モ
デ
ル
を
要
約
・
再
整
理
し
て
み
よ
う
。

①
 
「
追
い
つ
め
ら
れ
る
国
家
主
権
」
モ
一
ア
ル
（
員
の
。
ぐ
①
Ｈ
ｇ
習
辱

胃
閃
畠
ご
旨
○
口
の
』
）
 
新
古
典
派
リ
ベ
ラ
ル
の
流
れ
を
汲
む
こ
の

モ
デ
ル
（
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
、
バ
ー
ノ
ン
、
ガ
ル
プ
レ
イ
ス

ら
）
で
は
、
バ
ー
ノ
ン
の
有
名
な
著
作
の
表
題
（
『
追
い
つ
め
ら

れ
る
国
家
主
権
』
一
九
七
一
年
）
に
象
徴
的
な
よ
う
に
、
自
由
な

世
界
市
場
を
前
提
と
し
た
国
際
経
済
協
力
と
国
際
分
業
（
世
界
的

パ
レ
ー
ト
最
適
！
）
、
各
国
経
済
の
相
互
依
存
と
技
術
・
通
信
・

交
通
手
段
の
発
達
に
よ
り
、
絶
対
的
主
権
を
持
つ
国
民
国
家
の
概

念
そ
の
も
の
が
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
ガ
ル
プ
レ
イ

ス
は
、
「
多
少
な
り
と
も
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
か
ら

こ
の
世
界
を
解
き
放
ち
、
よ
り
平
和
的
な
も
の
へ
変
え
て
い
く
ひ

と
つ
の
文
明
的
な
手
段
」
と
し
て
、
多
国
籍
企
業
間
協
調
に
世
界

平
和
の
未
来
を
託
し
さ
え
し
た
。

宮
崎
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
国
家
論
の
立
場
か
ら
、
「
追
い

つ
め
ら
れ
る
国
家
主
権
」
モ
デ
ル
に
は
ら
ま
れ
た
市
場
・
企
業
．

、
、
 
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

国
家
三
者
間
の
力
関
係
の
認
識
を
、
不
等
号
で
図
式
化
す
る
な
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぱ
、
「
協
調
的
世
界
市
場
〉
多
国
籍
企
業
〉
国
家
」
と
な
る
。

②
 
「
ア
メ
リ
カ
大
帝
国
主
義
モ
デ
ル
」
（
《
ｄ
の
の
§
①
Ｈ
‐月
日
己
の
‐

風
四
］
尉
日
》
》
旨
○
Ｑ
①
嵩
）
 
こ
れ
は
、
バ
ラ
ン
Ⅱ
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
『
独

占
資
本
』
（
一
九
六
六
年
）
や
マ
グ
ド
フ
ら
に
み
ら
れ
る
。
多
国

籍
企
業
と
い
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
資
本
で
あ
り
、
多

国
籍
企
業
の
世
界
化
と
は
、
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
、
核
兵
器

を
バ
ッ
ク
に
し
た
ア
メ
リ
カ
の
国
家
権
力
を
フ
ル
に
活
用
し
て
の
、

他
国
へ
の
主
権
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
す
る
マ
ル
ク
ス
経
済

学
の
見
方
で
あ
る
。
一
九
六
○
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
ア
メ
リ

カ
資
本
の
流
入
を
背
景
に
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
急
進
党
の
ジ
ャ
ン
．

ジ
ャ
ッ
ク
・
セ
ル
パ
ン
シ
ュ
レ
ベ
ー
ル
『
ア
メ
リ
カ
の
挑
戦
』

（
一
九
六
七
年
）
の
事
実
認
識
も
、
こ
れ
に
近
い
。
こ
の
モ
デ
ル
で

は
、
最
大
の
緊
張
関
係
は
、
ア
メ
リ
カ
を
頂
点
と
し
た
帝
国
主
義
 
皿

（9 ）多国籍企業と国民国家・序説
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同
盟
諸
国
の
多
国
籍
企
業
の
、
第
三
世
界
諸
国
へ
の
経
済
侵
略
に

求
め
ら
れ
る
。
先
進
国
帝
国
主
義
同
盟
内
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

日
本
も
ア
メ
リ
カ
に
よ
り
主
権
を
侵
害
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日

本
資
本
の
多
国
籍
化
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
へ
の
従
属
の
も
と
で
進

行
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 
、
、
、
、

い
わ
ば
、
「
独
占
的
世
界
市
場
〉
多
国
籍
企
業
Ⅱ
国
家
」
で
ぁ

ブ
（
》
Ｏ③

 
「
帝
国
主
義
諸
国
家
間
の
対
立
」
モ
デ
ル
（
貴
月
日
ｂ
の
珂
巨

囚
く
農
ご
〕
〕
旨
○
号
］
）
こ
の
モ
デ
ル
は
、
多
国
籍
企
業
も
国
籍
を

持
ち
、
国
家
権
力
を
後
ろ
楯
に
活
動
す
る
と
見
る
（
「
国
家
Ⅱ
支

配
階
級
の
道
具
」
「
多
国
籍
企
業
Ⅱ
国
民
国
家
の
支
配
者
」
）
点
で

は
、
「
ア
メ
リ
カ
大
帝
国
主
義
」
モ
デ
ル
と
共
通
し
、
後
述
「
新

重
商
主
義
」
モ
デ
ル
と
も
似
て
く
る
が
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
内
に

あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
・
日
本

帝
国
主
義
の
間
の
競
争
が
激
化
す
る
と
み
な
す
点
に
お
い
て
、

「
ア
メ
リ
カ
大
帝
国
主
義
」
モ
デ
ル
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。

典
型
的
に
は
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
マ
ン
デ
ル
で
あ
り
、
国
民
国
家
が

自
国
資
本
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
、
国
内

で
の
階
級
対
立
や
多
国
籍
企
業
と
第
三
世
界
の
対
立
も
激
化
す
る

も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
ギ
ル
ピ
ン
が
「
過
激
な
重
商
主
義
」
モ
デ

ル
と
よ
ぶ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
ま
り
、
「
競
争
的
世
界
市
場
〉
国
民
国
家
Ⅱ
多
国
籍
企
業
」

で
あ
る
。

④
 
「
新
重
商
主
義
」
モ
デ
ル
（
《
《
ｚ
①
○
‐冨
曾
３
回
は
房
貝
】
三
○
‐

Ｑ
の
］
）
 
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
新
古
典
派
リ
ベ
ラ
ル
の
均
衡
論
に
お

い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
派
の
経
済
主
義
（
「
国
家
Ⅱ
支
配
階
級
の
道

具
」
を
前
提
に
し
た
「
経
済
還
元
主
義
」
）
に
お
い
て
も
、
多
国

籍
企
業
が
「
マ
ス
タ
ー
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
「
国
民
国
家
は
企
業

の
権
力
や
野
心
の
サ
ー
等
ハ
ン
ト
と
し
て
し
か
取
扱
わ
れ
な
か
っ

た
」
（
ギ
ル
ピ
ン
）
と
し
て
、
国
民
国
家
の
「
国
益
」
と
「
政
治

経
済
学
」
を
強
調
す
る
の
が
、
こ
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ

ル
の
代
表
者
は
ギ
ル
ピ
ン
で
あ
り
、
そ
の
主
著
の
翻
訳
が
『
多
国

籍
企
業
没
落
論
』
と
名
付
け
ら
れ
た
の
も
、
理
由
の
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
近
代
（
政
治
）
経
済
学
の
こ
の
流
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済

学
の
「
帝
国
主
義
国
家
間
の
対
立
」
モ
デ
ル
と
近
似
し
て
く
る
が
、

マ
ン
デ
ル
ら
が
、
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
化
や
経
済
同
盟

も
帝
国
主
義
に
内
在
す
る
競
争
激
化
を
克
服
で
き
な
い
と
論
じ
る

の
に
対
し
、
ギ
ル
ピ
ン
は
、
国
益
Ⅱ
多
国
籍
企
業
利
益
の
国
民
国

家
的
対
立
が
あ
る
と
い
う
認
識
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
相
互
依
存
と

国
際
協
調
を
求
め
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
多
国
籍
企
業
を
コ
ン
ト

垂
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ロ
ー
ル
す
る
積
極
的
な
も
の
と
み
な
す
。
ま
た
、
国
家
の
公
共
政

策
を
、
「
国
益
と
か
、
ル
ソ
ー
の
『
一
般
意
志
』
を
体
現
し
て
い

る
」
と
見
る
点
で
、
決
定
的
に
異
な
る
。

、
、
、
、
、
、
、
 
、
 
、
、
 
、

強
い
て
定
式
化
す
れ
ば
、
「
国
民
国
家
〉
競
争
的
世
界
市
場
〉

所
在
地
国
家
の
間

多
国
籍
企
業
と
本
社

錘
舞
錘
輌
外
一
× 
△
 
×
×
○

部多
国
籍
企
業
組
織
内

企
業
の
間

多
国
籍
企
業
と
民
族

の
間

先
進
国
と
第
三
世
界

多
 
国
 
籍
 
企
 
業
 
間

ｑ

Ｉ
Ｉ
４
ｊ
ｊ

Ｉ
Ｉ
・
日
■
０
Ⅱ
■
１
■
■
■
■
Ｊ
■
■
ｊ

■
■
・
可
屯
Ｉ
ｐ

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
■
■
■
■
１
１
■
召
『
‐
５
０
■
ｌ
ｆ
０
可
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
■
巳
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｄ
ｌ
０
１
Ｉ
’
１
０
１
・
■
■
Ｉ
■
０
１
■
■
■
■
Ⅱ
日
■
■
Ⅱ
１
０
■
内
■
Ｏ
ｐ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｉ
１
１
４
ｌ
ｊ

ｌ
Ⅱ

× 
× 
△
○
’

× 
△
× 
○

△
 
○
× 
○

× 
○
 
△
× 
△

さ
れ
た

多
国
籍

、
、
、
、
、

多
国
籍
企
業
」
で
あ
ろ
う
。

⑤
 
「
超
帝
国
主
義
」
モ
デ
ル
（
《
ｄ
岸
圖
白
日
胃
凰
昌
の
目
、
、
昌
○
‐

号
］
）
 
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
過
剰
資
本
に
よ
る

帝
国
主
義
国
家
間
の
競
争
・
対
立
を
強
調
し
た
レ
ー
’一
ン
の
『
帝

国
主
義
論
』
が
、
カ
ウ
ッ
キ
ー
の
「
超
帝
国
主
義
論
」
の
批
判
と

し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
宮
崎
は
、
多
国

籍
企
業
論
に
お
い
て
、
先
進
国
間
の
資
本
の
「
相
互
浸
透
」
に
注

目
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
巨
大
国
際
独
占
体
の
出
現
を
主
張
し
た

Ｓ
・
ハ
イ
マ
ー
や
Ｂ
・
ロ
ー
ソ
ー
ン
の
見
解
を
、
こ
の
モ
デ
ル
に

入
れ
て
い
る
。
多
国
籍
企
業
が
国
境
を
超
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展

開
す
る
と
見
る
点
で
は
「
追
い
つ
め
ら
れ
た
国
家
主
権
」
モ
デ
ル

と
似
る
が
、
ハ
イ
マ
ー
は
そ
れ
を
第
三
世
界
の
植
民
地
化
と
も
と

ら
え
、
「
従
属
論
」
に
近
く
な
る
。
「
ア
メ
リ
カ
大
帝
国
主
義
」
モ

デ
ル
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
日
本
資
本
は
ア
メ
リ
カ
資
本
に
従
属

的
で
あ
る
が
、
一
）
の
「
超
国
家
主
義
」
モ
デ
ル
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

。
〈
・
日
本
資
本
も
、
自
立
的
に
、
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
国
際
カ
ル
テ

ル
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ば
、
資
本
は
国
籍
を
離
れ
て
超
独
占
的
に
世
界
を
支
配
す

、
、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、

る
わ
け
で
、
「
多
国
籍
企
業
Ⅱ
独
占
的
世
界
市
場
〉
国
民
国
家
」

と
な
る
。

１
１

(11） 多国籍企業と国民国家・序説

表2 6つ（7つ？）の緊張関係と5つのモデル

、霊鱸“’蕊資本
一 八

主
義
諸

、 国
｢追いつめられる ×
国家主権」

｢アメリカ大帝国 ×
主義」

｢帝国主義諸国家 ○間 の 対 立

｢ 新 重 商主義 ○
｢ 超 帝 国主義」 ×

〔注〕 ×＝緊張関係なし，△＝弱い緊張関係，○＝強い緊張関係
(出所）宮崎義一『現代資本主義と多国籍企業』67頁の表に，「多国籍企業と本社所

在地国家の間」欄を加筆。

×

壁
込

× ×

× ×

○ ○

○ ○
× △

× ｜ ×
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し
か
し
、
宮
崎
の
こ
れ
に
続
く
「
六
つ
の
緊
張
関
係
」
（
表
２
）

の
叙
述
に
お
い
て
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
「
先
進
資
本
主
義
国
家

間
」
「
多
国
籍
企
業
間
」
「
先
進
資
本
主
義
諸
国
と
第
三
世
界
」

「
多
国
籍
企
業
と
民
族
企
業
」
「
企
業
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
組
織
内
部
」

「
多
国
籍
企
業
と
疎
外
さ
れ
た
大
衆
」
の
諸
矛
盾
を
想
定
し
、
五

つ
の
モ
デ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
認
識
を
問
題
に
し
な
が
ら
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 
、

「
多
国
籍
企
業
と
そ
の
本
社
所
在
国
国
家
と
の
間
の
矛
盾
」
は
、

挙
げ
て
い
な
い
。
別
の
箇
所
で
は
、
補
論
的
に
「
国
家
主
権
と
の

関
係
」
が
扱
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
主
と
し
て
多
国
籍
企
業
受
入
国

（
２
）

と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
ギ
ル
ピ
ン
ら
の
提
起
し
た
「
多
国
籍
企
業
の
利
益

と
（
ア
メ
リ
カ
の
）
国
益
」
の
問
題
、
お
よ
び
、
一
九
七
○
年
代

、
、
、
、
、
、
、

ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
派
「
国
家
論
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
提
起
し
た

、
、
、

、
、
、
 
、
 
、
 
、

「
国
家
の
（
支
配
階
級
か
ら
の
）
相
対
的
自
律
性
」
「
国
家
Ⅱ
関

係
説
」
（
Ｎ
・
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
、
Ｂ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
ら
）
は
十
分

、
、

視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
、
一
九
八
○
年
代
に
ボ
ス

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
（
Ｆ
・
ブ
ロ
ッ
ク
ら
）
や
国
家
中
心

、
、
、
、
、

、
、

主
義
国
家
論
（
Ｔ
・
ス
コ
チ
ポ
ル
ら
）
の
提
起
し
た
「
国
家
（
官

、
、
、
、
、
、
、

（
３
）

僚
）
の
絶
対
的
自
律
性
」
問
題
は
、
射
程
外
に
お
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
宮
崎
の
別
著
『
世
界
経
済
を
ど
う
見
る
か
』
で
は
主
題
的

に
扱
わ
れ
て
い
る
地
球
環
境
・
生
態
系
破
壊
の
問
題
を
考
え
て
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

け
ば
、
多
国
籍
企
業
は
「
生
命
系
・
人
類
の
存
続
」
と
も
緊
張
関

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

係
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
と
規
制
、
し
た
が
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
地
球
的
規
模
で
の
公
共
的
政
治
と
の
関
わ
り
が
、
問
題
と
な
り

夢
フ
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
 
以
上
、
ギ
ル
ピ
ン
、
前
掲
『
多
国
籍
企
業
没
落
論
』
序
・
第
九

章
。
も
っ
と
も
、
こ
の
一
九
七
五
年
時
点
の
ギ
ル
ピ
ン
は
、
当
の
重

商
主
義
モ
デ
ル
に
依
拠
す
る
と
「
支
配
的
経
済
力
（
Ⅱ
ア
メ
リ
カ
）

の
衰
退
と
と
も
に
、
世
界
経
済
は
一
九
世
紀
後
半
や
一
九
三
○
年
代

の
パ
タ
ー
ン
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
そ

れ
は
、
地
域
的
貿
易
ブ
ロ
ッ
ク
化
や
排
他
的
経
済
同
盟
や
経
済
ナ
、
ン

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
に
分
解
し
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
予
想
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、

「
ア
メ
リ
カ
の
国
益
」
の
立
場
か
ら
多
国
籍
企
業
化
へ
の
憂
慮
を
表

明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
七
年
の
『
国
際
関
係
の
政
治
経
済

学
』
（
邦
訳
名
『
世
界
・
ン
ス
テ
ム
の
政
治
経
済
学
』
）
で
は
、
七
○
年

代
の
立
場
を
「
あ
ま
り
悲
観
的
す
ぎ
た
」
と
し
て
、
多
国
籍
企
業
と

国
家
お
よ
び
国
家
間
協
調
に
つ
い
て
、
よ
り
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
「
新
重
商
主
義
」
「
新
多
国
籍
主
義
」
を
説
い
て
い
る
（
第
六

章
、
特
に
注
哩
）
。

（
２
）
 
以
上
、
宮
崎
義
一
『
現
代
資
本
主
義
と
多
国
籍
企
業
』
第
一
・

四
章
。

（
３
）
 
加
藤
『
国
家
論
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
第
二
章
、
同
『
東
欧
革
命
と

社
会
主
義
』
第
四
章
、
参
照
。

f
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右
に
概
観
し
た
ギ
ル
ピ
ン
、
宮
崎
義
一
の
研
究
や
、
政
治
学
・

国
家
論
研
究
の
現
代
的
流
れ
を
視
野
に
お
き
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
主

と
し
て
経
済
学
・
経
営
学
の
多
国
籍
企
業
研
究
の
な
か
で
、
副
次

的
に
の
み
言
及
さ
れ
て
き
た
「
多
国
籍
企
業
と
国
民
国
家
」
の
問

、
、
、

題
を
整
理
す
る
と
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
問
題
群
を
抽
出
し

舞
う
る
。そ

の
第
一
は
、
多
国
籍
企
業
と
国
民
主
権
国
家
に
関
連
す
る
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

原
理
的
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

①
ひ
と
つ
は
、
経
済
空
間
と
政
治
空
間
の
連
接
に
関
わ
る
。

多
国
籍
企
業
が
推
進
す
る
「
ポ
ー
ダ
ー
レ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の

経
済
空
間
は
、
国
民
国
家
に
よ
り
社
会
内
的
に
い
っ
た
ん
総
括
さ

れ
「
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ィ
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
軍
事
・
外
交
的

に
対
抗
す
る
、
「
政
治
空
間
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
広
げ
て
い
る
。

多
国
籍
企
業
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
自
治
体
の
国
際
交
流
や
市
民

運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
と
し
て
国
境
を
超
え
て
い

（
１
）

る
。
そ
れ
は
、
経
済
空
間
が
広
が
り
す
ぎ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
絶

対
的
主
権
を
持
つ
近
代
国
民
国
家
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り

構
成
さ
れ
た
人
間
的
共
同
の
政
治
単
位
が
歴
史
的
衰
退
期
に
入
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
の
か
？
多
国
籍
企
業
の
発
展
は
、
「
国
民
国
家
の
た
そ
が
れ
」

、
、
、
、
、
、
、

「
主
権
国
家
の
限
界
」
問
題
を
鋭
く
提
起
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

②
国
家
利
益
と
企
業
利
益
の
間
の
関
係
が
、
問
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
長
く
「
国
家
諭
な
き
政
治
学
」
で
あ
っ
た
ア
メ
リ

、
、
 
、
、
、

ヵ
政
治
学
に
お
い
て
も
最
近
「
復
権
」
し
た
、
「
国
益
（
ナ
シ
ョ

、
、
、
、
、
、
、
、

ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
）
」
の
観
念
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
大

、
、

衆
民
主
制
の
も
と
で
、
市
民
た
ち
に
よ
り
定
立
さ
れ
る
「
公
共

、

（
２
）

性
」
や
「
正
義
」
「
福
祉
」
の
観
念
を
、
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の

内
実
が
、
「
経
済
成
長
Ⅱ
Ｇ
Ｎ
Ｐ
拡
大
」
や
「
近
代
化
Ⅱ
工
業
化
」

の
よ
う
な
経
済
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
国
家
官
僚
た
ち
の

、
、

自
己
利
益
Ⅱ
権
限
拡
大
で
あ
っ
て
も
、
利
潤
動
機
を
持
つ
個
別
企

、
、
、
、

業
の
「
企
業
利
益
」
と
は
、
本
来
的
に
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。

ま
し
て
や
、
企
業
が
国
境
を
超
え
他
国
の
領
域
内
で
活
動
す
る
さ

い
に
は
、
「
国
益
」
と
多
国
籍
企
業
の
「
企
業
利
益
」
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
増
幅
す
る
。
地
球
環
境
の
問
題
で
は
、
国
民
国
家
を
超
え
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

人
類
の
長
期
的
利
益
と
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
関
係
が
問
わ

れ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

③
国
家
組
織
と
企
業
組
織
の
関
係
も
、
問
題
と
な
り
う
る
。

企
業
経
営
の
組
織
の
あ
り
方
は
、
商
品
の
生
産
な
い
し
販
売
と
い

、
、
、

う
目
的
に
そ
っ
て
、
階
統
的
に
構
成
さ
れ
る
。
多
国
籍
企
業
に
お

四
多
国
籍
企
業
と
国
民
国
家
ｌ
そ
の
原
理
的
問
題
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い
て
も
、
最
終
的
意
思
決
定
は
、
取
締
役
会
な
ど
の
経
営
ト
ッ
プ

、
、
、
、
、
、

に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ゥ
ン
の
ハ
イ
ラ
ー
キ
ー
構
造
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
資
本
主
義
企
業
の
本
性
上
、
経

、
、
、
、
、
、

営
コ
ス
ト
の
削
減
は
至
上
命
令
で
あ
る
か
ら
、
民
主
主
義
や
自

、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

由
・
平
等
原
理
が
入
り
込
む
余
地
は
少
な
い
。

国
家
組
織
は
、
そ
の
総
括
対
象
と
す
る
市
民
社
会
の
中
核
に
、

組
織
内
部
に
介
入
し
え
な
い
法
人
企
業
を
多
数
か
か
え
な
が
ら
、

、
、
、
、
、
、
、

そ
の
組
織
の
あ
り
方
自
身
を
、
市
民
た
ち
の
合
意
に
よ
り
制
度
化

、
、
も

し
、
た
え
ず
正
統
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
大

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

衆
民
主
制
の
も
と
で
の
国
家
組
織
は
、
ポ
ト
ム
ァ
ッ
プ
を
た
て
ま

、

、
、
、
、
、
、

え
と
し
、
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
な
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
国
家
活
動

自
体
が
「
経
済
成
長
」
を
目
的
と
し
効
率
・
生
産
性
向
上
や
コ
ス

ト
削
減
を
は
か
る
時
に
は
、
企
業
組
織
に
似
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式

動
員
・
中
央
集
権
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
究
極
が
、
戦
争

で
あ
る
。
こ
の
国
家
の
組
織
原
理
と
多
国
籍
企
業
の
組
織
原
理
の

、
、

乖
離
は
、
個
灸
の
企
業
従
業
員
Ⅱ
市
民
の
内
面
に
お
い
て
も
、
と

り
わ
け
「
企
業
機
密
」
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
葛
藤
を
つ
く
り
だ

す
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

④
同
様
に
し
て
、
国
家
に
関
わ
る
公
共
的
時
間
と
、
企
業
活

、
、
、
、
、
、
、
、

動
の
支
配
す
る
時
間
と
の
間
に
、
あ
つ
れ
き
を
も
た
ら
す
。
時
間

の
配
分
は
ゼ
ロ
．
サ
ム
的
で
あ
る
か
ら
、
地
球
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
多
国
籍
企
業
の
。
一
四
時
間
た
た
か
え
ま
す
か
」
の
世
界

に
は
、
地
域
社
会
や
公
共
政
治
を
熟
慮
し
集
団
決
定
す
る
、
公
共

的
時
間
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
企
業
帰
属
（
労
働
）
時
間
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
政
治
に
た
ず
さ
わ
る
時
間

、
、
、
、

は
削
減
さ
れ
、
個
々
の
「
企
業
戦
士
」
は
脱
政
治
化
す
る
。
多
国

籍
企
業
は
、
時
差
を
持
つ
国
民
国
家
空
間
を
超
え
て
、
一
つ
の
企

、
、
、
、
、

業
目
的
に
そ
っ
て
生
産
・
労
働
を
配
列
す
る
か
ら
、
人
間
存
在
の

、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、
、

自
然
的
・
身
体
的
リ
ズ
ム
を
離
れ
て
、
企
業
時
間
を
極
大
化
す
る

傾
向
を
持
つ
。

（
１
）
 
馬
場
伸
也
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
国
際
政
治
学
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
○
年
、
同
『
地
球
文
化
の
ゆ
く
え
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
三
年
、
参
照
。

（
２
）
 
ギ
ル
ピ
ン
、
前
掲
書
、
、
 
炭
３
ｍ
目
図
“ｂ
や
瀞
員
営
叱
ミ
ミ
昔
苫
員

曽
詩
爵
急
》
旧
Ｈ
旨
８
８
回
己
．
冠
．
》
届
葛
．
な
ど
参
照
。

五
多
国
籍
企
業
と
受
入
国
の
国
家
主
権

こ
れ
ら
の
原
理
的
問
題
を
も
と
に
、
多
国
籍
企
業
と
受
入
先
国

家
（
ホ
ス
ト
国
）
の
関
係
を
、
考
え
て
み
よ
う
。
第
三
世
界
へ
の

多
国
籍
企
業
進
出
と
経
済
的
・
政
治
的
「
従
属
」
の
問
題
と
し
て
、

１
１
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（
１
）

比
較
的
研
究
の
蓄
積
さ
れ
て
い
る
領
域
で
あ
る
。

、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
 
、
、

①
多
国
籍
企
業
は
、
そ
の
進
出
先
国
・
地
域
の
計
画
・
選
択

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

に
あ
た
っ
て
、
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス
ク
」
計
算
を
行
い
、
「
経
済

、
、
、
、
、

的
安
全
保
障
」
を
考
慮
す
る
。
そ
こ
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

本
国
と
受
入
国
の
間
の
外
交
的
・
軍
事
的
緊
密
度
や
受
入
国
政
府

の
政
治
的
安
定
性
に
つ
い
て
の
計
算
が
働
く
。
国
有
化
・
公
有
化

さ
れ
る
危
険
の
高
い
地
域
へ
の
投
資
は
回
避
さ
れ
、
工
場
立
地
に

つ
い
て
も
労
働
運
動
の
伝
統
の
弱
い
地
域
が
選
択
さ
れ
る
。
ア
メ

リ
カ
や
日
本
の
銀
行
・
商
社
は
、
本
国
政
府
と
そ
の
受
入
国
出
先

機
関
に
密
着
す
る
と
と
も
に
、
独
自
に
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス

ク
」
に
つ
い
て
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
顔
負
け
の
情
報
網
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

（
２
）

ク
・
リ
ス
ク
計
算
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

②
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
受
入
国
の
経
済
近
代
化
計

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

画
・
開
発
計
画
と
、
多
国
籍
企
業
の
グ
ロ
ー
響
ハ
ル
戦
略
と
の
矛
盾

で
あ
る
。
受
入
国
は
、
資
源
・
資
本
形
成
・
技
術
開
発
・
地
域
開

発
・
雇
用
創
出
・
国
際
収
支
な
ど
に
つ
い
て
の
独
自
の
構
想
と
計

画
を
も
っ
て
外
国
資
本
を
導
入
す
る
の
で
あ
る
が
、
多
国
籍
企
業

は
、
そ
の
企
業
利
益
の
範
囲
内
で
進
出
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、

本
国
政
府
は
多
国
籍
企
業
を
用
い
て
受
入
国
に
影
響
力
を
行
使
し

、
、
、
、
、
、
、
、

よ
う
と
す
る
。
従
属
理
論
の
主
張
し
た
「
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
化
」

、
、
、
、
、
、

や
「
低
開
発
の
開
発
」
の
危
険
性
は
、
多
国
籍
企
業
と
政
府
間
関

係
を
媒
介
に
絶
え
ず
存
在
し
て
い
る
。

③
し
か
も
、
多
く
の
発
展
途
上
諸
国
は
、
多
国
籍
企
業
誘
致

、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、

に
つ
い
て
も
弱
い
立
場
に
あ
り
、
特
恵
税
率
・
投
資
補
償
な
ど
の

、
、
、
、

、
、

優
遇
措
置
を
講
じ
る
の
で
あ
る
が
、
多
国
籍
企
業
の
方
は
、
情
報

、
、
、
、
、
、
、

を
秘
匿
し
税
金
逃
れ
を
行
い
、
「
内
国
民
待
遇
」
か
ら
さ
え
逃
れ

よ
う
と
す
る
。
そ
の
う
え
、
多
国
籍
企
業
に
依
存
し
た
受
入
国
経

、
、
 
、
、
、
、

、
、
、
、

済
は
、
市
場
・
技
術
依
存
を
強
め
、
累
積
債
務
に
悩
ま
さ
れ
、
時

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
は
多
国
籍
企
業
の
都
合
に
よ
る
資
本
撤
退
に
よ
り
大
打
撃
を
受

け
る
。④

受
入
国
か
ら
す
れ
ば
外
資
導
入
は
自
国
経
済
の
活
性
化
・

自
立
の
手
段
な
の
で
あ
る
が
、
多
国
籍
企
業
の
進
出
は
、
そ
の
目

、
．
 
、
、
、
、

的
が
企
業
の
世
界
戦
略
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
低
賃
金
労
働

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

力
を
求
め
て
本
国
で
陳
腐
化
し
た
技
術
を
移
転
し
た
り
、
本
国
の

、
、
、
、
、
、
、
‐

規
制
を
逃
れ
て
公
害
部
門
を
輸
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
あ
り
う

、
、
、
、
、

る
ば
か
り
か
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
受
入
国
で
は
、
新
た
な
雇
用

、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、

慣
行
が
持
ち
込
ま
れ
、
新
た
な
生
活
様
式
が
形
成
さ
れ
、
環
境
．

、
、
、
、
、

生
態
系
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

⑤
極
端
な
場
合
は
、
受
入
国
の
政
治
体
制
そ
の
も
の
に
、
多

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

国
籍
企
業
が
深
く
関
与
す
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
多
国
籍
企
業
の
関
与
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

権
威
主
義
的
開
発
独
裁
政
権
へ
の
多
国
籍
企
業
の
肩
入
れ
と
政
治

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

腐
敗
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
民
主
化
へ
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
る
挑
戦
さ

え
あ
り
う
る
こ
と
を
、
チ
リ
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
崩
壊
期
の
Ｉ
Ｔ

Ｔ
の
役
割
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス
政
権
へ
の
日
本
商
社
の
関

（
３
）

与
な
ど
が
、
実
例
で
示
し
て
い
る
。

（
１
）
 
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
、
ン
ヨ
ナ
ル
編
（
山
田
忠
義
監
訳
）

『
世
界
企
業
へ
の
道
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
○
年
、
Ｃ
・
Ｐ
・

キ
ン
ド
ル
パ
ー
ガ
１
編
（
藤
原
・
和
田
訳
）
『
多
国
籍
企
業
ｌ
そ

の
理
論
と
行
動
』
日
本
生
産
性
本
部
、
一
九
七
一
年
、
Ｌ
・
タ
ー
ナ

ー
（
小
沼
敏
訳
）
『
見
え
ざ
る
帝
国
ｌ
多
国
籍
企
業
と
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
虹
・
プ
ル
ー
ク
Ⅱ

Ｈ
・
ル
マ
ー
ス
（
海
保
正
喜
子
訳
）
『
多
国
籍
企
業
の
戦
略
』
産
業

能
率
短
期
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
、
Ｒ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
Ⅱ
Ｒ
・

ミ
ュ
ラ
ー
（
石
川
博
友
他
訳
）
『
地
球
企
業
の
脅
威
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
、
一
九
七
五
年
、
Ｒ
・
バ
ー
マ
ン
（
中
村
・
村
山
訳
）
『
国
家

利
益
と
多
国
籍
企
業
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
五
年
、
Ｊ
・
ポ

ー
ル
編
（
小
宮
隆
太
郎
訳
）
『
多
国
籍
企
業
ｌ
そ
の
政
治
経
済
学
』

日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
、
Ｂ
・
ヘ
ル
マ
ン
（
小
林
規
威

訳
）
『
多
国
籍
企
業
の
抗
争
』
日
本
生
産
性
本
部
、
一
九
七
六
年
、

二
宮
厚
美
「
多
国
籍
企
業
と
国
家
主
権
」
井
上
清
・
儀
我
壮
一
郎
編

『
転
換
期
の
多
国
籍
企
業
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
七
年
、
板

垣
与
一
編
『
多
国
籍
企
業
と
中
進
工
業
国
』
文
真
堂
、
な
ど
参
照
。

（
２
）
 
石
沢
芳
次
郎
『
日
本
経
済
の
安
全
保
障
』
経
済
研
究
協
会
、
一

九
七
九
年
、
渡
辺
長
雄
『
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
』
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
八
○
年
、
倉
井
武
夫
『
戦
略
物
資
と
多
国
籍
企
業
』
産
業
能
率

大
学
出
版
部
、
一
九
八
一
年
、
Ｓ
・
Ｊ
・
コ
プ
リ
ン
（
江
夏
健
一
監

訳
）
『
国
際
企
業
の
政
治
リ
ス
ク
管
理
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九

八
四
年
、
な
ど
参
照
。

（
３
）
 
Ａ
・
サ
ン
プ
ソ
ン
（
田
中
融
二
訳
）
『
企
業
国
家
Ｉ
Ｔ
Ｔ
』
サ

イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、
北
沢
洋
子
『
日
本
企
業
の
海
外
進

出
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
、
な
ど
参
照
。

六
多
国
籍
企
業
の
相
互
浸
透
と
本
国
国
家
と
の
矛
盾

、
、
、
、
、
、
、
、

理
論
的
文
脈
で
重
要
な
の
は
、
そ
も
そ
も
本
国
政
府
と
多
国
籍

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

企
業
の
間
に
い
か
な
る
矛
盾
が
存
在
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、

ま
た
、
先
進
国
間
の
多
国
籍
的
相
互
浸
透
が
、
国
家
主
権
に
い
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
る
問
題
を
も
た
ら
す
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
）
）
の
点
は
、

ギ
ル
ピ
ン
ら
が
問
題
に
し
て
き
た
と
は
い
え
、
多
国
籍
企
業
研
究

の
発
展
途
上
領
域
で
あ
る
。

①
受
入
国
政
府
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
多
国
籍
企
業
の
母

、
、
、
、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

国
に
お
い
て
も
、
国
家
の
経
済
計
画
・
経
済
政
策
と
多
国
籍
企
業

、
、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、

の
企
業
戦
略
・
投
資
政
策
の
間
に
は
、
緊
張
関
係
が
は
ら
ま
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
多
国
籍
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
は
、
必
ず
し

も
母
国
の
国
益
を
顧
慮
し
て
た
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

１
一
合
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母
国
経
済
や
政
治
に
敵
対
す
る
場
合
さ
え
あ
り
う
る
。
一
九
七
三

年
秋
の
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
石
油
メ
ジ
ャ
ー
ズ
（
当
時
の

典
型
的
な
多
国
籍
企
業
）
の
行
動
は
、
企
業
利
益
を
優
先
し
て
ア

メ
リ
カ
の
国
益
を
脅
か
し
た
と
し
て
、
「
多
国
籍
企
業
と
本
社
所

在
地
国
家
の
矛
盾
」
が
理
論
的
・
政
治
的
に
問
題
に
な
る
き
っ
か

（
１
）

け
を
つ
く
っ
た
。
同
時
期
に
、
日
本
の
大
企
業
の
「
買
占
め
・
売

、
、
、
、
、
、

り
惜
し
み
．
便
乗
値
上
げ
」
が
問
題
に
さ
れ
、
「
企
業
の
社
会
的

、
、

責
任
」
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
。

②
多
国
籍
企
業
化
の
長
期
的
効
果
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て

、
、
、
、
、
、

い
る
の
は
、
本
国
「
国
民
経
済
の
空
洞
化
」
で
あ
る
。
と
り
わ
け

戦
後
ア
メ
リ
カ
経
済
の
多
国
籍
化
に
よ
る
生
産
拠
点
流
出
が
、
国

内
製
造
業
の
趨
勢
的
衰
退
を
も
た
ら
し
、
海
外
子
会
社
か
ら
の
輸

入
増
大
と
な
っ
て
貿
易
収
支
の
悪
化
を
導
く
構
造
と
し
て
、
語
ら

れ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
企
業
の
多
国
籍
化
が
、
ア
メ
リ

カ
と
同
じ
く
「
空
洞
化
」
を
導
く
か
否
か
は
即
断
で
き
底
い
し
、

先
進
国
間
の
相
互
投
資
が
そ
れ
を
相
殺
し
う
る
か
否
か
も
今
後
の

問
題
で
あ
る
が
、
多
国
籍
企
業
化
と
本
国
国
民
経
済
に
矛
盾
が
存

在
し
う
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

③
政
治
学
・
国
家
論
研
究
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
実
は
、

、
、
、
、
、

「
空
洞
化
」
は
国
民
経
済
に
留
ま
ら
な
い
。
「
国
民
政
治
の
空
洞

、化
」
と
い
う
べ
き
問
題
領
域
が
生
ま
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
多

国
籍
企
業
の
存
在
は
、
原
理
的
に
は
、
国
家
の
外
交
・
貿
易
権
の

、
、
、
、
、

独
占
と
い
う
主
権
国
家
的
擬
制
を
無
効
た
ら
し
め
、
国
家
権
力
の

、
、
、
、
、
、
、

及
ば
ぬ
企
業
空
間
が
、
当
該
国
家
外
に
広
が
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
風
に
い
え
ば
、
一
つ
の
企
業
内
の
計
画
的
生
産

が
、
無
政
府
的
に
生
産
す
る
社
会
の
枠
を
こ
え
て
、
産
業
政
策
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

よ
う
な
国
家
に
よ
る
社
会
内
分
業
へ
の
規
制
力
も
剥
奪
さ
れ
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

多
国
籍
企
業
の
企
業
内
世
界
分
業
の
論
理
が
当
該
社
会
に
入
り
込

、む
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
国
家
の
通
貨
・
金
融
政
策

や
公
共
投
資
計
画
を
離
れ
て
、
多
国
籍
企
業
が
一
人
歩
き
を
始
め

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
企
業
機
密
に
よ
り
政
府
が
ア
ク
セ
ス
し
え
な
い
情
報
領
域
が

広
が
る
。
一
国
の
問
題
は
政
府
が
独
占
的
に
管
轄
す
る
と
い
う
神

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

話
が
崩
れ
、
国
家
活
動
の
正
統
性
と
公
共
的
権
威
に
疑
問
を
投
げ

、
、
、

か
け
る
。

④
し
か
も
、
Ｅ
Ｃ
の
通
貨
統
合
・
政
治
統
合
論
議
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
多
国
籍
企
業
の
増
大
と
相
互
浸
透
に
よ
る
経
済
空
間

、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
脱
国
家
化
は
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
政
治
空
間
へ
の
平
準
化

、
、

圧
力
と
し
て
も
機
能
す
る
。
た
と
え
ば
、
財
務
計
算
方
式
や
情
報

公
開
制
度
か
ら
始
ま
っ
て
、
関
税
。
税
制
・
投
資
慣
行
・
雇
用
慣

行
・
環
境
規
制
・
会
社
法
・
司
法
制
度
・
地
方
自
治
権
限
な
ど
に

｜
海
当
時
剖
一
殉
‐
》

』
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つ
い
て
、
多
国
籍
企
業
の
相
互
浸
透
は
、
共
通
の
土
俵
と
制
度
を

つ
く
る
よ
う
強
制
す
る
。
そ
れ
ら
が
国
内
法
と
あ
つ
れ
き
を
持
つ

場
合
は
、
当
該
国
内
法
の
改
正
と
国
内
法
体
系
の
再
編
へ
の
圧
力

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 
、

と
な
る
。
そ
の
さ
い
、
ど
の
国
の
制
度
が
基
準
と
な
る
か
は
、
世

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

界
シ
ス
テ
ム
的
力
関
係
に
よ
る
。
Ｅ
Ｃ
で
は
、
地
方
自
治
体
選
挙

に
つ
い
て
、
域
内
国
籍
を
持
つ
人
に
は
だ
れ
で
も
選
挙
権
・
被
選

挙
権
を
与
え
る
方
向
で
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
昭
和

天
皇
死
去
に
よ
る
改
元
に
あ
た
っ
て
、
日
本
型
多
国
籍
企
業
の
多

く
が
、
社
内
文
書
か
ら
元
号
を
廃
棄
し
西
暦
年
号
に
一
元
化
し
て

い
っ
た
の
も
、
同
じ
圧
力
の
効
果
で
あ
る
。

⑤
そ
し
て
、
資
本
・
賃
労
働
関
係
を
含
む
政
治
的
力
関
係
に

も
、
多
国
籍
企
業
は
直
接
的
・
間
接
的
影
響
を
及
ぼ
す
。
外
国
多

、
、
、
、

国
籍
企
業
か
ら
の
政
治
資
金
が
、
圧
力
団
体
や
政
党
を
介
し
て
国

、
、

内
政
治
に
入
り
込
み
、
外
国
へ
の
資
本
投
資
が
、
国
家
の
外
交
．

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

安
全
保
障
政
策
と
リ
ン
ク
す
る
。
「
経
済
摩
擦
」
が
た
だ
ち
に
政

治
問
題
化
す
る
。
日
本
企
業
の
ア
メ
リ
カ
議
会
ロ
ビ
イ
ス
ト
買
収

は
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
し
、
東
芝
コ
コ
ム
事
件
の
よ
う
な

多
国
籍
企
業
活
動
の
外
交
問
題
化
は
、
い
ま
や
日
常
的
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
わ
ば
、
国
内
政
治
が
国
際
化
し
、
国
際
政
治
が
国
内
化
す
る
接

、
、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

点
に
、
多
国
籍
企
業
が
存
在
し
て
い
る
。

⑥
か
つ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
外
国
資
本
に
対
す
る
プ

、
、

、
、

ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の
態
度
で
「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
と
「
売
弁

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
と
い
う
区
分
を
設
け
た
が
、
今
日
で
は
到
底

こ
の
よ
う
な
二
分
法
で
は
す
ま
な
い
。
｜
ヨ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス

は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
進
出
に
際
し
て
、

反
米
「
民
族
資
本
」
で
も
親
米
「
売
弁
資
本
」
で
も
な
い
、
自
国

に
経
営
基
盤
を
持
ち
つ
つ
自
由
貿
易
Ⅱ
多
国
籍
化
に
順
応
す
る

、
、

「
国
内
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
概
念
を
提
出
し
た
が
、
今
日
の
先
進

、
、
、

国
多
国
籍
企
業
の
相
互
浸
透
を
前
提
す
れ
ば
、
む
し
ろ
「
多
国
籍

、
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
な
い
し
「
世
界
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
の
類
型

（
２
）

化
が
必
要
と
な
る
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
し
た
核
軍
事
同
盟
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
日
米
安
全
保
障
条
約
）

や
、
国
連
、
サ
ミ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
、
世
界
銀
行
な
ど

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

国
際
政
治
経
済
機
構
内
部
で
の
、
国
家
間
の
力
関
係
再
編
と
リ
ン

、ク
す
る
。

（
１
）
 
米
国
議
会
合
同
経
済
委
員
会
（
藤
原
・
丹
下
訳
）
『
多
国
籍
企

業
の
将
来
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
Ａ
・
サ
ン
プ
ソ
ン

（
大
原
・
青
木
訳
）
『
セ
ブ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
』
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
七
六
年
、
ア
メ
リ
カ
上
院
外
交
委
員
会
多
国
籍
企
業
小
委
員
会

（
松
井
・
山
中
・
古
関
訳
）
『
国
際
石
油
資
本
と
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政

ｰ
亨
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策
』
石
油
評
論
社
、
一
九
七
六
年
、
な
ど
参
照
。

（
２
）
 
ｚ
・
弔
○
巳
四
目
圃
閉
』
Ｑ
＆
吻
鷺
の
量
○
．
ミ
ミ
畳
》
。
§
こ
○
国
営
『
ミ
爵
曽
》

ｚ
Ｆ
団
〕
岳
計
一
切
。
①
国
別
目
旨
○
酌
・
月
言
 
暫
＆
詩
〉
○
畳
ミ
ミ
Ｑ
苫
＆
岡
。
‐

。
§蒼
冒
、
ｏ
斡
曼
）
国
鼻
○
弓
吋
①
鵠
』
后
尉
．

七
多
国
籍
企
業
へ
の
国
際
的
・
国
家
的
・
市
民
的
規
制

、
、

叙
上
の
諸
関
係
を
前
提
と
し
て
、
多
国
籍
企
業
へ
の
規
制
の
問

題
が
存
在
す
る
。

①
各
国
政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
多
国
籍
企
業
の
定
義
が
異
な
り
、

そ
の
規
制
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
当
然
に
規
制
努
力
が
行

わ
れ
て
い
る
。
国
連
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｅ
Ｃ
レ
ベ
ル
で
は
、
す
で
に

（
１
）

「
多
国
籍
企
業
の
行
動
指
針
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
の
環
境
・
生
態
系
破
壊
の
推
進
力
は
多
国
籍
企
業
中
心
の
工

業
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
地
球
全
体
に
効
果
を
持
つ
。
多
国
籍
企
業

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
対
す
る
規
制
は
、
リ
ス
ク
分
散
戦
略
や
タ
ク
ス
ヘ
プ
ン
の
存
在

、
、
、
、
 
、

を
も
考
慮
す
る
と
、
一
国
的
に
は
限
界
が
あ
り
、
多
国
籍
的
・
地

、
、

球
的
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、

②
同
時
に
、
多
国
籍
企
業
自
身
が
、
そ
の
企
業
目
的
に
反
し

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

な
い
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
や
「
現
地

、

（
２
）

化
」
の
政
策
を
持
ち
始
め
て
い
る
。
外
国
へ
の
資
本
進
出
は
、
リ

ス
ク
も
大
き
い
だ
け
に
、
当
該
社
会
の
慣
習
・
文
化
へ
の
な
ん
ら

か
の
適
合
・
同
化
を
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
欧
米
の
よ
う

に
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
そ
の
も
の
が
政
治
的
争
点
と
な
り
、
株
価
に
も

連
動
し
て
く
る
と
、
多
国
籍
企
業
も
「
地
球
に
や
さ
し
い
企
業
」

で
あ
る
こ
と
を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

③
こ
の
点
で
、
労
働
の
側
の
多
国
籍
企
業
へ
の
対
応
は
、
明

ら
か
に
資
本
の
多
国
籍
化
に
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
多
国
籍

、
、
、
、
、
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

企
業
は
、
地
球
的
差
別
・
選
別
を
労
使
関
係
と
労
働
運
動
に
持
ち

、
、

込
む
。
「
祖
国
を
持
た
な
い
」
は
ず
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組、

織
が
、
自
国
企
業
が
外
国
で
お
こ
な
っ
て
い
る
搾
取
に
対
し
て
無

、
、

自
覚
で
あ
る
こ
と
が
、
き
わ
め
て
多
い
。
同
一
資
本
の
も
と
に
あ

る
数
ヵ
国
の
労
働
組
合
が
連
帯
し
て
た
た
か
う
と
い
う
経
験
は
少

（
３
）

な
く
、
お
お
む
ね
、
情
報
交
換
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。

④
む
し
ろ
、
い
わ
ゆ
る
市
民
運
動
や
新
し
い
社
会
連
動
の
方

が
、
個
別
の
イ
シ
ュ
ー
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
多
国
籍
企
業
へ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
地
球
的
規
模
で
の
市
民
的
規
制
に
、
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
環
境
保
護
団
体
は
、
公
害
。
原
発
や
石
油
流
出
事
故

に
き
わ
め
て
敏
感
に
反
応
し
、
国
際
的
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
不
買
連

動
や
当
該
多
国
籍
企
業
母
国
へ
の
抗
議
連
動
に
取
り
組
む
。
日
本

企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
公
害
た
れ
な
が
し
に
は
、
日
本
の
市
民

４
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運
動
も
加
わ
る
抗
議
運
動
が
お
こ
っ
て
い
る
。
自
治
体
レ
ベ
ル
で

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
強
化
に
よ
る
多
国
籍
企
業
規
制
も
、
構
想
さ
れ

、
、
、
、
、
、
、

て
い
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
方
向
に
こ
そ
、
多
国
籍

企
業
の
国
民
国
家
浸
食
に
対
す
る
、
地
球
的
歯
止
め
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

す
で
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
は
尽
き
た
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
群

を
想
定
し
て
、
多
国
籍
企
業
と
国
民
国
家
の
関
係
の
問
題
を
よ
り

（
４
）

具
体
的
に
論
じ
る
の
は
、
次
の
課
題
と
な
る
。

（
１
）
 
国
連
事
務
局
報
告
『
多
国
籍
企
業
と
国
際
開
発
』
国
際
開
発
ジ

ャ
ー
ナ
ル
社
、
一
九
七
三
年
、
福
田
博
『
多
国
籍
企
業
の
行
動
指
針
』

時
事
通
信
社
、
一
九
七
六
年
、
国
連
報
告
書
『
多
国
籍
企
業
と
行
動

綱
領
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
、
『
多
国
籍
企
業
の
法
的

研
究
』
成
文
堂
、
一
九
八
○
年
、
加
藤
恭
彦
編
『
多
国
籍
企
業
管
理

と
Ｅ
Ｃ
会
社
法
指
令
』
同
文
館
、
一
九
九
○
年
、
な
ど
参
照
。

（
２
）
 
米
国
経
済
開
発
委
員
会
『
企
業
の
社
会
的
責
任
』
鹿
島
出
版
会
、

一
九
七
二
年
、
『
海
外
現
地
生
産
時
代
に
お
け
る
企
業
の
社
会
的
責

任
』
日
立
総
合
計
画
研
究
所
、
一
九
八
八
年
、
俵
我
壮
一
郎
『
多
国

籍
企
業
』
の
民
主
的
規
制
」
『
科
学
と
思
想
』
七
八
号
、
一
九
九
○

年
、
な
ど
参
照
。

（
３
）
 
佐
交
木
建
『
日
本
型
多
国
籍
企
業
』
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
、

亀
井
正
義
、
前
掲
書
、
参
照
。

（
４
）
 
小
論
は
、
日
本
政
治
学
会
一
九
九
○
年
度
研
究
大
会
（
一
九
九

○
年
一
○
月
六
日
、
熊
本
大
学
）
で
の
筆
者
の
報
告
「
日
本
型
多
国

籍
企
業
の
国
家
像
」
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
ノ
ー
ト
の
な
か
の
、
理

論
的
部
分
で
あ
る
。
当
日
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
た
め
、
一
九
八
○

年
代
に
飛
躍
的
に
増
大
し
た
日
本
型
多
国
籍
企
業
の
特
徴
と
、
そ
の

典
型
と
し
て
の
ソ
’−
−
会
長
盛
田
昭
夫
ら
の
国
家
像
の
み
を
報
告
し

た
が
、
小
論
は
、
そ
の
前
提
的
理
論
枠
組
み
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

現
代
多
国
籍
企
業
の
歴
史
的
展
開
と
現
状
分
析
を
含
む
学
会
報
告

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
が
日
本
政
治
学
会
年
報
に
収
録

さ
れ
る
ほ
か
、
別
稲
で
詳
し
く
展
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
一
橋
大
学
教
授
）
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